
苦
境
を
耐
え
奮
闘
す
る

組
合
員
の
想
い
を
粘
り

強
く
訴
え
、
今
春
闘
の

ベ
ア
獲
得
に
続
き
、

年
間
期
末
手
当
が
４
ヵ

月
を
超
す
な
ど
（
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
支
援
金
含
む
）
、

「
人
へ
の
投
資
」
の

「
連
続
性
」
を
確
保
！

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
年
末
手

当
交
渉
は
、
11
月
13
日
に

第
２
回
目
の
団
体
交
渉
を

開
催
。
前
回
交
渉
で
行
っ

た
組
合
か
ら
の
要
求
主
旨

説
明
に
対
す
る
会
社
側
の

考
え
方
が
示
さ
れ
た
。
組

合
は
こ
れ
に
対
し
、
「
コ
ロ

ナ
禍
に
も
負
け
ず
、
地
域
の

足
を
担
い
つ
つ
、
中
期
経
営

計
画
等
の
実
現
に
向
け
効
率

化
施
策
や
新
規
事
業
の
開
拓

に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

相
次
ぐ
物
価
の
高
騰
等
が
組

合
員
の
生
活
設
計
に
大
き
く

支
障
を
来
し
て
い
る
中
、
第

２
四
半
期
決
算
の
内
容
を
踏

ま
え
れ
ば
決
し
て
悪
い
数
字

で
は
な
く
、
こ
の
間
の
組
合

員
の
奮
闘
に
対
し
て
良
い
回

答
を
示
す
べ
き
で
あ
る
」
と

述
べ
、
厳
し
い
要
員
状
況
の

中
、
安
全
・
正
確
・
快
適
な

輸
送
の
提
供
を
続
け
る
組
合

員
に
報
い
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
・
高
揚
に
つ
な
が

る
回
答
を
示
す
よ
う
会
社
に

強
く
求
め
た
。

最
前
線
で
会
社
を
支
え
続

け
る
組
合
員
に
資
す
る
結
果

を
粘
り
強
く
求
め
続
け
た
結

果
、
11
月
24
日
に
開
催
し
た

第
３
回
目
の
交
渉
に
お
い
て
、

会
社
側
か
ら
基
準
内
賃
金
の

１
．
65
ヵ
月
と
い
う
回
答
を

引
き
出
し
た
。

組
合
は
、
組
合
員
の
奮
闘

を
最
大
限
評
価
し
た
会
社
の

精
一
杯
の
回
答
で
あ
る
と
判

断
し
妥
結
し
た
。

（
詳
細
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

ニ
ュ
ー
ス
№
11
、
14
参
照
）

昨
年
度
か
ら
0.8
ヵ
月
引

き
上
げ
た
『
賞
与
』
を

確
保
！

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
年
末
賞
与
交
渉
は
、
11

月
17
日
に
第
２
回
目
の
団
体

交
渉
を
開
催
。
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
を
取
り
巻
く
状

況
は
第
２
四
半
期
決
算
で
４

年
ぶ
り
の
黒
字
を
計
上
し
た

も
の
の
、
収
入
水
準
は
コ
ロ

ナ
禍
前
ま
で
回
復
し
な
い
中

で
の
厳
し
い
交
渉
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
３
年
以

上
に
わ
た
る
組
合
員
・
家
族

の
奮
闘
に
よ
り
、
黒
字
決
算

が
達
成
さ
れ
た
点
や
、
さ
ら

な
る
「
安
全
・
安
心
輸
送
」

の
確
立
と
と
も
に
、
今
後
の

取
り
組
み
に
は
労
使
一
体
で

臨
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
賞
与

の
支
給
月
数
が
組
合
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
高

揚
に
つ
な
が
る
こ
と
を
粘
り

強
く
訴
え
続
け
た
結
果
、
会

社
よ
り
基
本
給
額
の
１
．
75
ヵ

月
と
い
う
回
答
を
引
き
出
し

た
。組

合
は
、
喫
緊
の
賞
与
の

水
準
か
ら
大
幅
に
改
善
し
た

支
給
水
準
に
よ
り
、
事
業
計

画
達
成
に
向
け
組
合
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
高

揚
に
繋
が
る
も
の
と
受
け
止

め
、
会
社
の
精
一
杯
の
回
答

と
判
断
し
妥
結
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
を
構
成
す

る
39
の
分
会
は
、
９
月
13
日

の
多
度
津
運
転
区
分
会
を
皮

切
り
に
今
年
度
の
分
会
大
会

を
開
催
。
12
月
４
日
ま
で
に

全
て
の
分
会
大
会
の
日
程
を

終
了
し
た
。

各
分
会
大
会
で
は
、
執
行

部
よ
り
２
０
２
２
年
度
の
一

般
経
過
報
告
、
決
算
報
告
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
２
０
２

３
年
度
活
動
方
針
（
案
）
及

び
予
算
（
案
）
が
提
起
さ
れ

た
。出

席
し
た
代
議
員
か
ら
は

離
職
が
相
次
ぐ
現
状
を
踏
ま

え
、
要
員
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
や
、
会
社
の
実
施
す

る
効
率
化
施
策
、
年
末
手
当

等
の
交
渉
等
に
関
す
る
質
疑

が
行
わ
れ
、
執
行
部
か
ら
の

答
弁
の
後
、
各
議
案
は
満
場

一
致
で
採
択
。
最
後
に
各
分

会
長
に
よ
る
力
強
い
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
っ
た
。

分
会
は
組
合
活
動
の
原

点
で
あ
り
、
組
合
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
強
化
し
、
連
帯
感
を
高

め
る
こ
と
が
組
織
の
強
化
、

拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

各
分
会
役
員
に
は
、
分
会

大
会
に
お
い
て
決
定
し
た

活
動
方
針
に
沿
っ
て
、
世

話
役
活
動
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
よ
り
良
い
職

場
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
を
要
請
す
る
。

年末手当・賞与交渉妥結！
ＪＲ四国

ｼﾞｪｲｱｰﾙ

四国ﾊﾞｽ

過去最大の上げ幅として、１.６５ヵ月を勝ち取る!！

昨年度より0.8ヵ月引き上げた1.75ヵ月で妥結！！

Ｊ
Ｒ
四
国

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス

妥結内容（要旨）

【ＪＲ四国】
◆組合員の年末手当
基準内賃金の1.65ヵ月分

◆エキスパート組合員の年末一時金
基本賃金及び高年齢調整手当の

合計額の2.05ヵ月分
特例：基礎額に乗じる係数0.6

◆準組合員(契約社員)の年末一時金
パートナー社員(月給・日給適用者)
※調査期間内に120日以上の勤務日数

四国地区 124,000円
大阪地区 150,000円
列車乗務員 132,000円
ｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ 132,000円

妥結内容（要旨）

【ジェイアール四国バス】
◆組合員の年末賞与
基本給額の1.75ヵ月分

◆準組合員（再雇用（月給））
契約基本賃金×1.75ヵ月分
（シニアＡ、120日以上）

◆準組合員（契約（月給））
運転係(120日以上) 262,000円
デスク・営業係等(120日以上)

235,000円
◆準組合員（再雇用・契約（時給））
調査期間内の労働時間に応じて

56,000円～184,000円
※ＪＲ四国労組自動車ニュース№７参照

11
月
15
日
（
水
）
、

第
19
回
「
四
国
の
鉄
道

を
考
え
る
国
会
議
員
連

絡
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

連
絡
会
に
は
四
国
選

出
の
関
係
国
会
議
員
、

Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
役
員
並
び
に
Ｊ
Ｒ

四
国
経
営
幹
部
ら
総
勢

19
名
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
小
川
淳
也
議

員
を
会
長
に
、
玉
木
雄

一
郎
議
員
を
事
務
局
長

に
再
任
す
る
と
も
に
、

10
月
の
参
議
院
議
員
補

欠
選
挙
で
当
選
し
た
広

田
一
議
員
の
加
入
が
確

認
さ
れ
議
事
に
入
っ
た
。

小
川
会
長
か
ら
「
Ｊ

Ｒ
四
国
に
つ
い
て
関
係

者
で
広
く
意
見
交
換
で

き
る
貴
重
な
機
会
。
鉄

道
を
軸
と
し
つ
つ
、
公

共
交
通
を
ど
う
活
性
化

さ
せ
る
か
は
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
引
き
続
き

連
携
を
取
り
な
が
ら
解

決
し
て
い
き
た
い
」
と

挨
拶
を
受
け
た
後
、
主

催
者
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
大
谷
執
行
委

員
長
が
「
人
口
減
少
等

も
含
め
不
安
要
素
は
多

い
。
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー

プ
が
抱
え
る
政
策
課
題

解
決
に
向
け
、
労
使
が

協
調
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
皆
様
の
お
力

添
え
が
必
要
不
可
欠
」

と
述
べ
た
。

さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
連
合
荻

山
会
長
よ
り
「
Ｊ
Ｒ
連

合
結
成
30
年
を
迎
え
、

昨
今
は
労
働
力
人
口
の

確
保
が
困
難
な
な
か
、

公
共
交
通
の
維
持
・
発

展
に
は
ま
さ
に
官
民
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が

重
要
」
と
続
い
た
後
、

Ｊ
Ｒ
四
国
西
牧
社
長
か

ら
は
「
輸
送
量
の
回
復

状
況
は
８
割
程
度
。
２

０
２
６
年
度
か
ら
の
支

援
措
置
に
加
え
、
２
０

３
０
年
度
以
降
に
夢
の

あ
る
絵
姿
を
ど
う
描
く

か
も
見
据
え
つ
つ
、
経

営
自
立
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
挨
拶

が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合

か
ら
政
策
課
題
解
決
に

向
け
た
取
り
組
み
、
Ｊ

Ｒ
四
国
か
ら
会
社
の
現

況
と
経
営
課
題
に
つ
い

て
説
明
が
な
さ
れ
た
の

ち
「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
」

「
人
材
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
」
「
自
治

体
と
連
携
し
た
取
り
組

み
」
「
非
鉄
道
事
業
の

展
望
」
等
に
関
し
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

会
長

小
川

淳
也

（
衆
・
香
川
１
区
）

事
務
局
長

玉
木

雄
一
郎

（
衆
・
香
川
２
区
）

幹
事

白
石

洋
一

（
衆
・
愛
媛
３
区
）

広
田

一

（
参
・
徳
島
・
高
知
）

永
江

孝
子

（
参
・
愛
媛
）

ＪＲ四国と公共交通のこれからについて
政・労・使が意見交換

第
19
回
四
国
の
鉄
道
を
考
え
る

国
会
議
員
連
絡
会
開
催

「第３７回定期本部委員会」の
開催について

１ 日時 2024年2月9日(金) 13時から17時まで
２ 場所 ホテルアネシス瀬戸大橋
３ 議題（1）定期大会以降の経過について

（2）2024春季生活闘争方針をはじめとする
当面の活動方針(案)について

（3）その他

分
会
大
会
、
全
日
程
終
了
!

連

絡

会

役

員

各分会において活発な議論が交わされた

大谷　 清
和田 庄平
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昨
年
の
３
位
か
ら
躍
進
！

徳
島
支
部
が
見
事
優
勝

12
月
10
日(

日)
、
本
部

主
催
第
２
回
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

大
会
を
高
松
市
総
合
体
育

館
に
て
開
催
し
た
。

ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
に
つ

い
て
は
、
従
前
の
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
よ
り
怪
我
の
リ
ス

ク
が
少
な
く
、
年
齢
・
性

別
を
問
わ
ず
誰
も
が
参
加

し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
実
施
し
て
い
る
が
、
第

２
回
目
の
開
催
と
な
る
本

年
は
、
組
合
員
と
そ
の
家

族
を
合
わ
せ
総
勢
１
０
０

名
が
参
加
し
た
。

あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い

ソ
フ
ト
デ
ィ
ス
ク
の
扱
い

に
苦
労
し
つ
つ
も
、
昨
年

度
参
加
し
た
組
合
員
な
ど

が
お
互
い
に
声
を
掛
け
合

い
な
が
ら
楽
し
く
プ
レ
ー
。

優
勝
決
定
戦
で
は
徳
島

支
部
が
本
部
に
競
り
勝
ち
、

見
事
記
念
す
べ
き
第
２
回

大
会
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
で
は
、

サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て

親
睦
と
団
結
の
素
晴
ら
し

さ
を
認
識
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
。

〈
結
果
〉

優

勝

徳
島
支
部

準
優
勝

本

部

３

位

香
川
支
部
Ａ

４

位

愛
媛
支
部

繁
忙
期
を
無
事
に
終
え
た

慰
労
と
英
気
を
養
う

懇
親
会
を
開
催
！

自
動
車
支
部
高
知
分
会

で
は
９
月
11
日
、
14
日
、

20
日
の
３
日
間
に
お
い
て
、

分
会
内
の
交
流
・
親
睦
を

深
め
る
た
め
、
「
オ
リ
エ

ン
ト
ホ
テ
ル
高
知
」
で
の

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
て
懇
親

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

３
日
間
に
渡
り
、
組
合

員
・
準
組
合
員
総
勢
19
名

に
参
加
い
た
だ
き
、
コ
ロ

ナ
が
明
け
て
久
々
の
繁
忙

期
が
無
事
に
終
わ
っ
た
こ

と
を
慰
労
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
英
気
を
養
い
ま
し

た
！３

日
間
と
も
天
候
に
恵

ま
れ
、
開
放
的
な
気
分
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
事

が
出
来
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
に
限
ら
ず
、
定

期
的
に
懇
親
会
を
開
催
し

て
ほ
し
い
等
、
様
々
な
意

見
を
頂
き
、
大
好
評
で
終

わ
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
定
期
的
に
懇

親
会
を
開
催
し
て
高
知
分

会
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
動
車
支
部
高
知
分
会

分
会
長

岡
本

敏
宜

11
月
29
日
（
水
）
14
時

よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
お
い
て
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
第
１
回
退
職
者
連
絡
会

幹
事
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

幹
事
会
に
は
、
清
水
会

長
を
は
じ
め
四
国
各
地
よ

り
役
員
及
び
各
県
代
表
の

幹
事
ら
９
名
が
出
席
。
来

賓
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
大
谷
執
行
委
員
長
ら
を

迎
え
議
事
に
入
っ
た
。

幹
事
会
で
は
事
務
局
が

一
般
経
過
報
告
、
会
計
報

告
、
会
計
監
査
報
告
、
活

動
方
針
（
案
）
及
び
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
提
起
。

今
後
の
退
職
者
連
絡
会
、

交
運
共
済
生
協
の
事
業
の

あ
り
方
や
政
治
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
活
発
な
質

疑
が
行
わ
れ
た
後
、
満
場

一
致
で
全
て
の
議
事
が
承

認
さ
れ
た
。

11
月
27
日
（
月
）
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
議
員
団
会
議

の
山
本
悟
史
団
長
（
香
川

県
議
会
所
属
）
が
、
香
川

県
議
会
に
お
い
て
「
高
速

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
」
に
つ
い
て
代
表
質
問

を
行
っ
た
。

山
本
団
長
は
「
遠
距
離

の
移
動
ほ
ど
、
高
速
移
動

が
選
択
さ
れ
る
た
め
、
高

速
移
動
手
段
が
未
整
備
の

地
域
は
遠
方
か
ら
の
人

流
が
制
限
さ
れ
る
」
と

し
、
「
香
川
県
の
交
流

人
口
拡
大
に
向
け
て
、

全
国
・
世
界
か
ら
訪
問

し
や
す
い
環
境
が
必
要
」

と
発
言
。
改
め
て
高
速

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
着

実
な
整
備
を
要
請
し
た
。

香
川
県
池
田
豊
人
知
事

は
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘

客
促
進
も
含
め
、
高
速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

は
極
め
て
重
要
。
特
に
新

幹
線
に
つ
い
て
は
、
九
州

新
幹
線
の
事
例
の
と
お
り
、

観
光
・
産
業
面
か
ら
広
域

的
な
人
流
活
性
化
へ
の
効

果
は
明
ら
か
で
あ
り
、
四

国
に
お
い
て
も
不
可
欠
な

イ
ン
フ
ラ
と
考
え
る
。
引

き
続
き
、
一
日
も
早
い
実

現
に
向
け
、
四
国
各
県
や

経
済
団
体
と
連
携
し
、
国

等
へ
の
働
き
か
け
、
機
運

の
醸
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
」
と
答
弁
が

あ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
で
は
、

引
き
続
き
議
員
団
会
議
と

連
携
し
、
政
策
課
題
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

11

月
20

日
（
月
）
、

愛
媛
県
松
山
市
「
ネ
ス

ト
ホ
テ
ル
松
山
」
に
お

い
て
、
「
四
国
交
運
労

協
第
35
回
定
期
総
会
」

が
開
催
さ
れ
、
代
議
員
・

特
別
代
議
員
等
を
含
め
、

約
70
名
が
会
場
に
参
集

し
た
。
議
長
団
の
１
人

と
し
て
山
本
鉄
平
特
別

代
議
員
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

を
選
出
し
、
２
０
２
４

年
度
の
運
動
方
針
等
を

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

四
国
交
運
労
協
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た

砂
田
議
長
（
私
鉄
総
連
）

は
、
一
年
間
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
謝
辞
を
述

べ
、
「
離
職
さ
せ
な
い

た
め
の
取
り
組
み
が
交

通
運
輸
産
業
に
お
い
て

も
必
要
」
と
し
、
「
技

術
革
新
が
著
し
い
な
か
、

産
業
間
に
お
け
る
意
見

交
換
は
重
要
。
政
治
の

力
を
活
用
し
つ
つ
、
結

束
し
て
政
策
実
現
を
目

指
す
」
と
述
べ
た
。

本
定
期
総
会
に
は
多

数
の
来
賓
が
出
席
。
中

央
交
運
労
協
の
慶
島
事

務
局
長
は
「
地
域
公
共

交
通
活
性
化
再
生
法
が

改
正
さ
れ
た
が
、
各
モ
ー

ド
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
成
り

立
ち
に
く
い
地
域
に
お

い
て
は
『
官
民
連
携
』

が
重
要
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
あ
っ
た
モ
ー
ド

選
択
・
確
保
が
求
め
ら

れ
る
。
政
策
集
団
と
し

て
現
場
の
声
を
し
っ
か

り
反
映
し
た
対
案
を
準

備
し
、
交
運
労
協
が
価

値
あ
る
組
織
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
こ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

事
務
局
よ
り
、
２
０

２
３
年
度
活
動
経
過
及

び
決
算
報
告
・
会
計
監

査
報
告
、
２
０
２
４
年

度
活
動
方
針
（
案
）
、

予
算
（
案
）
の
提
案
を

受
け
議
論
し
た
後
、
全

て
の
議
案
が
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
役

員
改
選
で
は
、
砂
田
篤

志
議
長
、
武
智
義
治
事

務
局
長
（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

ら
三
役
を
再
任
。
Ｊ
Ｒ

連
合
関
連
で
は
、
石
川

敏
也
幹
事
、
安
藤
正
春

幹
事
が
退
任
し
、
新
た

に
和
田
庄
平
幹
事
、
土

井
俊
哉
幹
事
を
選
出
し

た
。そ

の
後
、
藤
本
幹
事

（
私
鉄
総
連
）
よ
り
大

会
宣
言
案
が
提
起
さ
れ
、

こ
れ
を
承
認
。
砂
田
議

長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
」
締
め
く
く
っ
た
。

四
国
交
運
労
協
第
35
回
定
期
総
会

開
催
！

11
月
26
日
（
日
）
15
時
よ

り
、
第
５
回
本
部
執
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

・
退
職
者
連
絡
会
三
役
・
支

部
長
会
議

（
経
協
）

・
中
間
決
算
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

・
「
特
急
宇
和
海
に
お
け
る

部
分
ワ
ン
マ
ン
運
転
（
八

幡
浜
～
宇
和
島
）
」

・
「
２
０
２
３
年
度
に
実
施

す
る
駅
の
無
人
化
」

（
団
交
）

・
２
０
２
３
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

・
「
企
業
型
確
定
拠
出
年
金

制
度
の
導
入
」
に
つ
い
て

（
青
女
）

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
調
査
）

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
10
回
バ
ス
関

係
労
働
者
賃
金
実
態
調
査

の
回
収
結
果
に
つ
い
て

（
政
治
）

・
四
国
の
鉄
道
を
考
え
る
国

会
議
員
連
絡
会

（
共
闘
）

・
中
央
交
運
労
協
定
期
総
会
・

地
方
代
表
者
会
議

・
四
国
交
運
労
協
定
期
総
会

（
レ
ク
）

・
第
33
回
ゴ
ル
フ
大
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
女
性
役
員
意
見
交
換
会
、

２
０
２
３
連
合
中
央
女
性

集
会

・
安
全
対
策
委
員
会
・
業
種

間
安
全
検
討
会

・
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
会
議

・
自
動
車
連
絡
会
総
会

・
地
方
議
員
団
連
絡
会
総
会

・
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
総
会

・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
推
進

委
員
会

【
議
事
】

①
２
０
２
３
年
度
年
末
手
当
・

年
末
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

②
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
に
伴
う

経
営
協
議
会
の
付
議
事
項

に
つ
い
て

③
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
「
第
37
回

定
期
本
部
委
員
会
」
の
開

催
に
つ
い
て

④
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
」
の
開
催
に

つ
い
て

⑤
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
制

度
の
導
入
つ
い
て

⑥
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑦
そ
の
他

第
５
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

今後の運動について協議

議長団に選出された山本特別代議員
(愛媛支部執行委員長)

砂田議長を再任し新体制スタート

第２代王者に輝いた徳島支部

レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

自
動
車
支
高
知
分
会

退
職
者
連
絡
会
幹
事
会
を
開
催

組
織
内
議
員
が
県
議
会
に
て

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
の
必
要
性
を
訴
え
る
！

代表質問に立つ山本県議

池
田
香
川
県
知
事

「
新
幹
線
は

四
国
に
お
い
て
も

不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
」

「賃金実態調査」ご協力に感謝！
ＪＲ連合では「中期労働政策ビジョン」で設定した賃金目標や世間水準等

との比較・検証を行い、２０２４春季生活闘争方針の策定をはじめとした労

働政策議論に反映すべく、賃金実態調査を実施。ＪＲ四国労組では次の結果
となった。組合員のご協力に厚く御礼申し上げる。

◆第30回賃金実態調査 １，６６０枚回収！(回収率９５．８％)

◆第10回ＪＲバス関係 １３０枚回収！(回収率８７．８％)

労働者賃金労働条件実態調査

総勢１００名が高松市に集合！！


